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【発表要旨】 

 

今年 5 月には新天皇の即位があり、現在でも次期の皇位継承に国民からの多大な関心が寄せられてい

る。しかし基礎的な知見が不足しているために、国民の大半の意識は、旧・現の皇室典範の規定が前代

までの歴史的・文化的な蓄積を直線的に反映して決定されたと考えがちである。本研究は、女性天皇・

女系天皇論が旧・皇室典範（1889 年制定）の成立前後で、どのように連続・変化していくのか、その

詳細を解明していくことを目的とする。 

前近代の日本では皇位継承に関する成文法は存在しなかったが、旧・皇室典範が成立してから男系の

男性皇族が皇位継承権を有することとなった。しかし当時は女性天皇や女系天皇にも皇位継承を認める

意見が、明治政府に近い保守主義的な知識人からも寄せられていたことに注意すべきである。 

民主主義的な社会となった戦後から現在に至っても、「皇位継承における男系男子主義は日本の古来よ

りの伝統である。」という発言が、政治家・知識人から一般市民に至るまで相当広く見受けられる。私

たちは歴史家として、こうしたデマゴギーには厳しく対峙すべきである。また東アジア世界ではいまだ

に「公」の世界における女性の活躍を妬み阻む眼差しが強く見受けられるが、「牝鶏之晨、惟家之索。

（めんどりが鳴くときは、家が滅びる）」（『尚書』牧誓）という負の遺産は次世代には継承させるべ

きではないだろう。 
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